
ブルドン管圧力計取扱説明書

計器の誤った取付け又は使用は、思わぬ事故や不具合につながります。
安全に御使用いただくためにも、ご使用前に本紙の注意及び指示事項を必ず読んで、
ご理解いただきます様お願い申し上げます。

１．ブルドン管圧力計とは
アネロイド型圧力計（弾性素子の圧力による変形量を機械的に拡大して直接ゲージ圧を測定する指示圧力計）
のうちブルドン管を弾性素子に用いたものです。

２．本器の仕様
本器は、[日本産業規格 JIS B 7505-1アネロイド型圧力計－第１部：ブルドン管圧力計]に適合若しくは準拠して
製造しております。

1)JIS規格適合品（JISマーク付き） 測定圧力による種類：圧力計，真空計，連成計
大きさによる種類 ：５０mm，６０mm
精度等級 ：２.５級
用途 ：一般

2) [JISマーク付き]以外の製品は、全てJIS規格に準拠した製造であり用途は[一般]です。

用語 [一般]とは、蒸気用(Ｍ),耐熱用(Ｈ),耐振用(Ｖ),蒸気･耐振用(ＭＶ),耐熱･耐振用(ＨＶ)をのぞく用途です。
[一般]は、これらの用途に使用できません。

3) 精度等級及び許容差：JIS B 7505-1 : 2017

精度等級 許容差(1) 注（１） 許容差の値は、圧力スパンに対する百分率で表す。
目盛範囲Ａ(2) 目盛範囲Ｂ(3) （２） 目盛範囲Ａは、圧力スパンの両端各10％の範囲及び

１.６級 ±１.６ ±２.４ 連成計のゼロ点の上下各5％を除いた範囲。
２.５級 ±２.５ ±３.８ （３） 目盛範囲Ｂは、圧力スパンの両端各10％未満及び連成計の
４.０級 ±４.０ ±６.０ ゼロ点の上下各5％未満の範囲。

用語 [圧力スパン]とは 最大圧力と最小圧力との差。
連成計では、圧力部の最大圧力の絶対値と真空部の
最大圧力の絶対値の合計となります。

３．使用環境での注意事項

1)ブルドン管圧力計は、振動あるいは脈動等急激な圧力変動が加わらない様に設置して下さい。
拡大機構であるギヤの磨耗が早まるばかりではなく、ブルドン管の破損につながります。

2)ブルドン管圧力計は、引火の恐れのあるガス、粉塵中にて使用しないで下さい。

3)使用周囲温度は－５℃～４５℃です。また、圧力媒体の凍結及び湿度の高い環境での使用は避けて下さい。
また、防水防滴構造ではございませんので水分の浸入にはご注意下さい。

4)ブルドン管は薄い金属を更に塑性加工したものなので、腐食性雰囲気及び腐食性圧力媒体は絶対に避けて下さい。
また、加水分解等により腐食が生じる媒体もございますのでご注意下さい。

5)切り粉等の異物が媒体内にあるとブルドン管のリークまたは作動不良の原因となりますので絶対に避けて下さい。

４．取付時の注意事項

1)指定した姿勢以外の姿勢で取り付けた場合、精度に影響を及ぼすことがあります。
正常な取付姿勢は、目盛板が垂直方向です。

2)圧力計を株だけで支える方式では、取付部をブロック又はこれに準ずる剛性の高い配管とし、共振による振動
の増幅を防止して下さい。

3)壁面又はパネルに圧力計を取り付けた場合の配管は、たわみ管又はこれに準ずる剛性の小さいものを用い、
圧力計本体に有害なひずみを生じさせない様に配慮して下さい。

4)圧力計の配管取付ネジには適切なガスケット、シール剤等を取り付けて確実に締め込んで下さい｡

5)取付ネジを締め付ける際は、ネジ上部の角部に所定のスパナを掛けて、圧力計本体に無理な力がかからないように
して下さい。

6)圧力計への圧力導入はゲージコックをゆっくり開く等、徐々に昇圧をして下さい。特に初めて圧力をかける際は、
安全を確認しながら徐々に実施して下さい。

7)圧力計は必ず配管とゲージの間にゲージコックを入れて取り付けて下さい。保守及び交換の場合はゲージコックを
閉めて行って下さい。

8)圧力媒体に変動(圧力が急激に繰り返し変化)がある場合、圧力計と配管の間にダンプナーを取り付けて下さい。
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５．圧力計の形状

５.１ 接続位置 ５.２ 接続ネジの種類
区 分 形状の記号 縁位置 株位置 種類 記号，サイズ
縁なし形 Ａ なし 下部 管用テーパーネジ Ｒ1/4

Ｄ 前 後部(裏・偏心) 管用平行ネジ Ｇ1/4
埋込形

Ｄ２ なし 後部(裏・偏心) アメリカ管用ネジ Ｎ1/4
特殊継手用接続ネジ ＶＣＲ，スウェージロック等

Ａ形 Ｄ形 Ｄ２形

６．使用上の注意事項

1)圧力計を異なる場所、或いは圧力媒体で再使用することは、お勧めできません。
適合性のない場合、汚染あるいは化学反応により腐食、爆発等の原因となります。

2)圧力計に衝撃等が加わった場合は、必ず再検査して下さい。
また、正常なご使用状態にある場合でも精度を維持するため、年１回以上の定期点検をお勧め致します。

3)過剰圧力による不具合は、ブルドン管の定格限度を超えた圧力を加えたことにより発生します。
常用圧力範囲の上限は、定圧力に対しては最大圧力の３/４以下、変動圧力に対しては最大圧力の２/３以下です。

4)圧力計に最大目盛を越える圧力は絶対に加えないで下さい。また、配管内の圧力が推奨する常用圧力範囲内であっ
た場合でも、ゲージコックの急激な開放により惰性で指針が瞬間的に最大目盛を超える事があります。
この様な場合、ブルドン管の変形を伴う事が多く精度の低下あるいは圧力媒体のリーク、部品の飛散を伴い破裂す
る恐れがあります。（安全孔のあるケースでも、正面方向への飛散を防止できない場合もあります。）

5)最大目盛を越える圧力を加えた場合、無圧時の指針の指示が正常に見えてもブルドン管へのダメージが生じている
場合があります。上述の精度の低下、或いはリークが生じている可能性がありますので必ず検査して下さい。

6)腐食は、内部(圧力)媒体又は外部環境に存在する腐食性物質によって圧力計の素材が浸食されることによって
発生します。ブルドン管の母材を貫通したピンホール状のリーク、腐食箇所を起点とする応力腐食割れ等が発生し
ます。

7)爆発が生じる例として、付着/存在した油分等の可燃性物質がガスの断熱圧縮により発生した熱量によって
引火、発生する恐れがあります。
可燃性ガス、酸素ガス等に使用する圧力計は必ず油分等の使用/付着していないものをご使用下さい。
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